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2 試软目的

’治山^画立案K当っては.肪挑姑»斜阅免地等の実懸をつかみ.それに対処する治山ダム 

あるいは山腹工市簫の教扱を決める必妥がある。従来,治山出痢強は主として現地您说にょ 

り.相媛揪・溪流荒!益地の現況を把塊し,同じく現地誌究により・ダムサイトやダムの韻模の 

決定,山•腹エの要•不茨,エ俗の驟易等の御析がなされていた。しかし,今後•臭地林の就発 

や下流の人口増加;て伴い•治山•那荣の計画対象も奥地へひろがると岡時に.精密な計画の函立 

が染まれ•る怕努にある。奥地 8 现地跚夷は地利的地形的条件による困堡さのは却に,季節的 

削約により御森期間が限られ,空中写直を併用して辨查が行われることは必然である。また, 

突発的な災害発生に伴う.辭画改河のための治山調扣て於ては・悪条件の下で早急な認套完了 

が筆まれるため空中写真の利用が不可・欠のものとなる。

今中写衣方用の莉点としては•的EJW關の短縮だけでなく.距舗や地形に影窖されず(糸麗 

一様な結果が捋られることがあげられる。しかし一方,空中耳・直は.粉诊忙相当な経残の支出 

を饲諄したければならなL、ので,治山;頂查のためだけに大面稍の範囲の空中写・直を撮影するこ 

とは,災法など特殊な場合以外には考えられない。幸い全国国有林のはとんど全域にわたづて 

現林資溢呷麦のために撮彩済の空中写ー&があり・今后も5年に1度は所規撮形が行われるので 

これを科用することが可并である。

そこで撮七済の空中写真を用いることを娜既,荒廃堆の现況ならびに推移の状況など各種 

のz.54I就を行いその結果を現地諛査の紀果と対比させるなどして,既存の空中写爽:の渕用法 

の若华および利用し得る限度を明らかにしようとする。

3 昭和4 2年度の経過とえられた経果

⑴41年度調査結咲の検討

41年度に長野営林局直輸中川治山华業所管内(伊邦谷)で行った渦査結果の檢討を前年 

に引きつづいて行左った。険対項R及びえられた結果は第1表のとおりである
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⑵』2年度の謳死と瞄結果の検財

•12年度は柬京歯林局直轄梅ケ岛治山旗菜所曾内に約1° 〇 〇 h aの調査地をとり,治山网 

画に必耍な滞項目の空中写宾によろ渕査の可能性を実用的な只她いら吹討した。利蔬に用い 

た空中写真は3 9年撮岩山5 5 4縮尺約1/2,5.0 〇 〇及び41年1〇月中部址•建燃影蹄尺約 

1/2 0.0 〇 〇の2独て•ある。検討項目及び丸られた結果は第2表のとおりである。

第2表 主な検討結果(成岡県梅ケ岛)

「

!番号
検討の

対象

損討

項目

故価•の求め方
対比し 
た明壊 
他の徼

結 果

①
崩瞄

の获況

期剛

C位材

3 9年の写真と41年の 

导舆から崩壊の発生位:断 

を山個而の上中下に分 

けて比救

11 7
呵位!S (上上・中中, 

下下)103 
抡上K!ま下(上中.中上・ 

中下"g)15 
上どF(上下•下上)1 
計 117

88%
11 4

1雄

100%

② tt 网壊地 

の傾斜

3 9年の写真と41年の 

写我から崩瞄の傾斜を 

(高典/水平秘):後 

出して比較

V

1 23

3 9 年>4 1牟 4 2118
3 01°

3 9年=41年9刽
3 9年V41年7 2I周 

-3 9 2°
計 12 3 -91 °

平均!個当り

0.7 4 c
41年が大 

きい。

ff 岫&

の形状

5 9年の㈤贞と4I年の 

寻真で原壊地を山腹,供 

惴別に対比

11 7
同彿 111

6
針 I17

9 5イ

5冬

④ Cf 帆過 

の方位

5 9年のべ立と41fem 
写茂から脳壊培の斜面方 

向を8方位站分けて比鮫
1 25

同方位 ? 9
4 5° 差! 7
9 0°^ 6

1 3 5° 差 1
計 12 3

8 0^
14佈

5%
1 %

100%

伊那谷及び梅ケ島の結果を総台すると

(イ)傾壊地の面積,斜面上の位描l瞄,山腹堪壊,溪岸働壊の別・方位•周辺林相・などほ 

空中項真吃よって利読することがでさる。

(吊怕］港#我面の侵鎮又は堆穢状況のような欲細な高低差は空中写真(現在一般に用いられて

いる縮尺!/20.0 〇 〇〜!/2 5D 00 )から利砍することは困難である。

H叫渊也内の植生や地質などはその利,防法や実用性の点で席朝が多い。

仁)演床荒應地の面後や溪床勾此,ダムサイトの溪昧椚忻については不充分な点もあるがおお 

むわ利統が可能である。

齢 溪床面の堆税や役餘の狀況,福床の不安定土砂慣などは一般の空中写直(協尺!/2 0.000 

〜1/25.000)から判疏することは困賤である。

N 依衆面の植生の判曝は梆壊址の植生とI司様に問題が洛い。

などのことが明らかになった“

4 8?河4 3年度の試験計画

1)カラー号直と1/1 0.000のパンクロ專貞が概は済の割雨狭の国有林内に約!.〇 〇 〇 ha 

の眄衫也をとる

2 )上記調砌をパンクロで摄影縮尺1/5,000•赤外フィルムで撮歩縮尺V1U000の撮 

男を行ない次の検討をする。

① 1/1Q000およぴ1/5.00 0のパンクロ写FIXついて州阳！P •溪流荒曉地の石!® 

構成の判就 〇

② レ!aoooと1/5.〇〇〇のパンクロ刀ラーおよび赤外:写貞の各々尤ついて川愀地 

の区^・侵入植生などの判肮〇

な冷こんごの治距点として

(1)明湖也の表面の状況•即ち・堪積・侵他•露岩尋の判航・をするにはと・んな写真が必要 

であるか,撮形縮尺,7イルムの爲病 . 撤む方法ゆについての枝対。

⑵胡壊地内の度入植生の価關.员などの杓就方法えついての唤为。

⑶ 従来の研究の詰果を併せて.治山訓哦に最適な空中写真の抵整仕様の決定。


